
2019年5月19日  週間メッセージ祈りのカード  “2019年第1,2,3 RUTC実現-過去の枠を壊して新しい枠を整えるべき-別のシステム+単独システム+第三のシステム”   (資料提供: 世界福音化常任委員会インターネット総局http://data.rutc.com) 

産業宣教：OMCと第1、2、3 RUTC 実現 (18)－ テグ、慶尚北道連合

礼拝 －「小さな今日が大きな未来になるそのこと」(Ⅰコリ15：58) 

聖日１部：見張り人教会と神殿 (エゼ3：16－21、エゼ33：7－9) 聖日２部：干からびた骨を生き返らせよ (エゼ37：1－14) 伝道学：伝道者の生活と第1、2、3 RUTC 実現 (18)「オリーブの山の体

験」(使1：3) 

 

1．出3：1－18  

1) イテロ長老 

2) イテロの牧場 

3) 神様の時刻表  

 

2．ヨシ2：1－24 

1) ラハブの偽り (ヨシ2：1－7) 

2) ラハブの真の話 (ヨシ2：9－14) 

3) ラハブの未来  

 

3．Ⅰ列18：1－15 

1) アハブ王の臣下 

2) エリヤの弟子  

3) 預言者を助けた重職者 

 

4．ローマを生かした産業人 

1) ロマ16：1－2 

2) ロマ16：3－4 

3) ロマ16：23 

  

 

核心訓練：レムナントデイ－学院福音化：伝道者の生活62（22-26課）－

祈りの奥義 

 

22課 祈りの奥義 – 感謝(使徒1:14) 

1.福音（契約）と契約の人は祈るときに感謝します  

2.サタン、地獄、わざわいから抜け出したことに感謝します 

3.受ける救いの働きと祝福に感謝します 

 

23課 祈りの奥義 – みことばの流れ(使徒2:1) 

1.契約のみことばの流れに従って祈ります 

2.契約のみことばが成就されました 

3.みことばの働きが現れました 

 

24課 祈りの奥義 － 集中(使徒2:1～13) 

1.集中の理由を持つ人々でした 

2.集中の対象は、いやしを受ける人々です（使徒2:42） 

3.集中のポイントがあります。 

 

25課 祈りの奥義 – いやし(使徒3:1～12) 

1.私（傷）をいやします 

2.教会をいやします 

3.世の中をいやします 

 

26課 祈りの奥義 － 未来(使徒2:17～18) 

1.三位一体の神様が同行してくださいます 

2.未来に向けたメッセージをくださいました 

3.未来を早めて見る準備をします  

＊序論 

序論-見張り人の使命 

▲イスラエルに大きな困難がきたとき、みなさんに来ている困難は本当

に恵みの機会だ。すべての信徒がいつ答え受けたのか。難しい時に

受けた。どんな困難がみなさんに来ているのか。関係なく、神様はみ

なさんに特別な恵みを与えようとされるのだ。 

▲今日1部で握る単語が「見張り人」だ。 

1)見張り人は-静かに祈りの能力(力)を持って見守るのだ。 

2)見張り人は-多くの困難、危機がきたときに知らせて守るのだ。 

3)見張り人は-危機きたときは、ラッパも吹いて、サイレンも鳴らして、この

人たちを生かすのだ。 

▲人間の12の問題-はやく行って警告しなさいということだ。 

1)創世記3章,6章,11章サタンの落とし穴に陥った者に行って、はやく知らせ

なさいということだ。 

2)人間がもがいてだめだから、とんでもないのを握るようになるのだ。そ

れが宗教で、偶像崇拝だ。(使徒13章,16章,19章) 

3)未信者6つの状態は何が出てくるのか。「間違った私」だ。「失敗する私」

だ。 

▲今日これをはやく知らせなさいということだ。本当に契約を握るとき、神

の国が成される。すべての問題解決がされる。 

 

1.私を見張る見張り人の答えを握りなさい 

▲私を守ってサタンから救い出す方はキリストしかない。その契約を握と

き、神の国が成される。このとき、運命が変わる。私の運命が変われ

ば現場が変わって、現場が変われば未来が変わってしまう。この契約

を握らなければならない。 

 

2.私は教会を見張る見張り人になりなさい 

▲どんな教会信徒なのか。この契約を握って、他のすべてを捨てて集ま

った人々が使徒1:14だ。教会に与えられた神様の契約を握ったのだ。

そのとき、マルコの屋上の間に最高の答えが臨んだ。まことの教会の

力は、世の中を生かすのだ。教会はいくら困難がきても、真理は真理

だ。その中心にみなさんが立ちなさい！インマヌエル教会は、どんな

ことがあっても福音運動だけをしなさい。教会を見張る見張り人！ 

 

3.私は現場を生かす見張り人だ 

▲サタンの落とし穴、枠、わなに関わっている者を救い出す見張り人、病

気の者がきていやされて、霊的困難にあっている人を生かす見張り人

神殿教会、心に入れなければならない。237か国がきて救われる見張

り人教会を作ろう。あの次世代とレムナントを生かす見張り人教会を作

ろう。契約だけ握れば良い。 

 

＊結論-どんな契約を握れば良いのか 

▲私たちの教会が正しい福音を伝え、,霊的見張り人であるならば、みな

付いて来るしかない。神様はマルコの屋上の間に最高の答えを与えら

れた。使徒2:1五旬節の日になって・・・後にはローマまで付いてきた。

契約を握って新しく始めれば良い。レムナントがこの契約を握って祈れ

ば良い。この祝福が今日、みなさんのことになることを祈ります。 

＊序論 
▲みなさんが見張り人の祝福を握らなければならない。イスラエルは
完全に干からびた骨のようになった。ところで「預言しなさい！」とい
うみことばが出てきた。「預言者！」拡大教育する長老が知っていな
ければならないことがある。神様が重要なことをされるときに、元老
と大人たちを用いられた。この大人たちをなぜ用いられたのか。知
っているためだ。過去にイスラエルがどんなことで崩れ、福音を回
復したときどんなことが起きたのか知っていた。 

1)神様が重要なとき、ヨケベデ、年をとったモーセ、年をさらにとったイ
テロ長老を用いられた。 

2)困難がきたとき、ハンナ、サムエルのような働き人を用いられた。 
3)初代教会が重要な開始をしたおき、年をとっていたヨハネの母マリ
ヤのような証人を用いられた。 

▲神様は知っている人を用いられた。拡大教育がなぜ重要なのか。3
つの理由がある。 

 
1.今、全世界の霊的問題は解決が絶対不可能だ(骨) 
▲なぜなのか。干からびた骨になってしまった。 
1)捕虜時代になってしまった。 
2)サタンが与えた12-落とし穴に陥ってしまい、枠とわなにひっかかっ
てしまった。 

3)大人たちが骨になってしまったので、より大きい問題は次世代だ。 
▲教会はレムナントが霊的力を受けて勉強して生き返るように手助け
しなければならない。 

 
2.絶対可能になること→ 預言しなさい！ 
▲絶対可能になることがある。 
1)このレムナントにみことばを預言しなさい。骨がみな生き返った。 
2)息を預言しなさい。軍隊に行ってなってしまった。 
3)墓から出るようにしなさい。アイデンティティだ。運命をひっくり返しな
さい。 

 
3.神様の絶対時刻表がある。 
1)切り株-おばあさん、おじいさん、長老・・・ 
2)新しい芽が出てくる-切り株から新しい芽が出てくるようになる。 
3)森-レムナントにみことばを植えれば止めることができないことが行
われる。森を成し遂げれば、みな生き返るようになる。 

 
＊結論 
1)神様はなぜ幼い次世代を用いられるのか 
▲未来に備えられたことがあるためだ。私たちあることをみな入れて
育ててもかまわない。必ずチェックして祈らなければならない。 

(1)絶対的なことをしなさい。それでこそ、ただが見えて、唯一性の答え
がきて、再創造が見える。 

(2)心配せずに未来に備えなさい。 
(3)賢い人材を探し出して宣教企業を作りなさい。 
2)今、おきること-主の使いを派遣される。 
▲出4:19、詩103:20-22、Ⅱ列王19:35、使徒12:1-25、使徒27:24 

1．復活の主を体験した人  々

1) マタ28：16－20   2) マコ16：15－20   3) ヨハ21：15－18 

 

2．ミッションを受けた人  々

1) ユダヤ人の残酷な滅亡 

2) エルサレム神殿破壊 

3) ローマのわざわいと世界福音化  

 

3．残った者たち  

1) 切り株    2) 新しい芽   3) 散らされた者たち 

  

区域メッセージ20課：祈りのまことの幸せと私のタラント(ピリ4：6－7) 

 

何も思い煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもってささげる祈りと願い

によって、あなたがたの願い事を神に知っていただきなさい。そうす

れば、人のすべての考えにまさる神の平安が、あなたがたの心と思

いをキリスト・イエスにあって守ってくれます。 (6－7節) 

 

序論 / 伝道者の三つの結論 

1．使 1：1 － ただキリスト (終わった！) 

2．使 1：3 － ただ神の国 (待ちなさい！) 

3．使 1：8 － ただ聖霊 (挑戦しなさい！) 

 

本論 / 

1．まず福音から理解して味わわなければならない 

 福音はサタンがもたらした人生の問題12を解決 

1) 落とし穴 － 創世記 3、6、11章 

2) 枠 － 使 13、16、19章 

3) ワナ － 個人の未信者の状態6つ (傷) 

2．契約を味わう祈りのまことの幸せ (5つの原理) 

1) 感謝 (救い、霊的祝福、ともに) － 傷と不信仰を乗り越えなければ

ならない 

2) みことばの流れ (黙想、暗唱、書き取り) － 世の中のものを乗り越

えなければならない 

3) 集中 (神様に向けた集中) － 分裂、執着、中毒から逃れなければな

らない 

4) 癒し (たましい、心/思い、肉体) － 破壊された霊的状態を回復しな

ければならない 

5) 未来 (みことばと生活のバランス) － 未来を予め見て、予め答えを

受けるようになる 

3．神様が造られた私、準備された私のこと、私の現場 (7つの道) 

1) 福音のみことばと聖書の7人のRemnantの人生ストーリー (⇔ トーラ

ー、タルムード、シェマ) 

2) Remnantを動かした神様のみわざ (⇔ 偉人物語) 

3) 私のアイデンティティー(使 1：1、3、8)を体験 (⇔ 三つの祭り体験) 

4) 礼拝勝利(6日勝利)と個人祈りを体験 (⇔ 安息日) 

5) 私のただを見つけなさい (⇔ 成人式) 

6) 私の唯一性の答えを味わいなさい (⇔ 会堂) 

7) 私の再創造の祝福を持って流れを変えなさい (⇔ ロッジ、Lodge) 

 

結論 / 私の霊的状態、霊的現住所をいつも確認すること 

ガラ 2：20、Ⅱコリ 13：5、ピリ 4：13 



 

 

1)聖日1部(5月12日)→両親にくださった神様の力 (申6：4－9) 

①両親に与えられた神様の祝福と力→ 福音伝達 
②伝えられた福音を通して起きる神様の働き→ 出エジプトと荒野の歴史 
③次世代に福音を刻印、根、体質→ カナン入国と征服 

④結論→ 福音で刻印、根、体質になれば、すべての世の中を変えられる。神様のみことばについて行きなさい。 
 

2)聖日2部（5月12日)→オバデヤの献身 (Ⅰ列18：1－15) 

▲霊的戦争時代にどんなことが起きるかを先に分からなければならない→ 出14:19,詩103:20-22,Ｉ列王19:1-8,Ⅱ列王6:16,Ⅱ
列王19:35,ダニエル6:22,ダニエル10:10-20,使徒1:11,使徒12:1-25,使徒27:24 

①宣教献身は→ 霊的戦争の宣言だ。(アハブ王,イゼベル,850人の偽りの預言者) 

②宣教献身は→ 必ず勝利する戦争だ。(Ｉ列王18;1-3,Ｉ列王18:16-40,Ｉ列王19:1-21) 
③宣教献身は→ 神様の絶対計画を成し遂げるのだ(絶対勝利)→ エリシャ準備(Ⅱ列王2:9-11),7000弟子,ドタンの町運動(戦
わないで勝つようになる。) 

④結論→ みなさんが祈って,キャンプした以後に暗やみが縛られる。(ローマ16:20,ルカ10:19,マルコ3:15)-オバデヤはアハ
ブ王が認める臣下,エリヤの弟子,全財産をささげて,預言者100人に仕えた,850人の偽り預言者と霊的戦闘をして倒したとき
の仲介人 

 
3)区域教材(5月12日)→ 19課:伝道者の生活2-完成された契約を味わう人生21 (ヨハネ19:30) 
▲私たちはすでに結論,結果すべて持っている。それゆえ、私たちは方法だけ分かれば良い。 

①神様の方法(私の主人が誰か)→ カルバリの丘の契約(ただキリスト)+オリーブ山の契約(ただ神の国)+マルコの屋上の間
の契約(ただ聖霊-力) 

②私に与えられた祈りの課題→ 天命、召命、使命 

③現場で勝つ方法→ 当然、必然、絶対 
④生活に与えられた神様の方法→ 一心、全心、持続 
⑤神様が与えてくださる答えの内容→ ただ、唯一性、再創造 

⑥神様が与えてくださる時刻表→ 24時、25時、永遠 
⑦未来に備えられた答え→ 刻印、根、体質 

 

4)朝食会堂会(5月12日)→ 神殿完成本格化 
▲以前キャンプは施設,システム,人準備→ 神殿完成本格化! 
①インマヌエルソウル教会は→ 全国区教会(位置,福音+作品/Room,合宿訓練可能) 

②インマヌエルソウル教会は→ 237教会堂にしなければならない。(施設,システム,集い本格化) 
③インマヌエルソウル教会は→ いやし、サミット教会堂(いやし施設,サミット施設,資料室準備) 
④結論→ 今後残った時代は正しくなされた弟子を育てる時代であって人が集まってがやがや言う時代ではない。今は金、

土、日曜日時代だ。きて一人で祈って,牧師を訪ねて行って,メッセージ確認して、このようなこともあってこそ生かされる。 
 
5)テキコの集い(5月12日)→ 霊的サミットタイム(定刻祈り) 

▲PKは急いで3つを準備しなさい。 
①世の中(創世記3章,創世記6章,創世記11章),サタン(旺盛、滅亡)→ とても大きく見えるこの中で、神様がみなさんを残りの
者(レムナント)として呼ばれた。まったく揺れる必要がない。 

②今から霊的サミットタイムを持ちなさい(定刻祈り)→ 良い時間(朝時間),良いのをして,運動と呼吸祈りをしてみなさい。 
③このようにするならば24時安らかに祈りながら勉強するようになる→ Spiritual Summit 
④結論→ そうすれば25時,永遠の時刻表と連結する。 

 
6)第47次いやし使命者大会(5月14日)→ 病気時代の使命者(使徒19:8-20) 

▲病気時代,今起きている状況-他の団体(3団体-科学的/霊にとりつかれる、仏教-108拝、セブンスデイ・アドベンチスト-食

べ物),私たちの団体(霊的状態,霊的いやし),病気時代がきた理由(脳異常-精神,心-中毒/うつ病/双極性障害（躁うつ病）,肉
体-病気/がん)→ 霊的いやしから始めなければならない。どのように 

①集中の時刻表(使徒1:3,使徒1:14,使徒2:1-4,使徒2:42)→ 捨てることを捨てる時間,変えること(より良いことを見なさい),持つ

時間(神様がくださったこと), 
②体験の時刻表(みことば,祈り体験→ Oneness(みことば+祈り+呼吸),科学的/医学的に,聖書的/福音的に) 

③味わうことの時刻表→ 使徒13:1-4/使徒16:6-10/使徒19:1-7,24時祈り,25時祈り 

④結論(証人の時刻表)→ 使徒3:1-12,使徒8:4-8,使徒13:5-12,使徒16:6-18,使徒19:8-20.うつ病/精神疾患で苦しめられる人は
絶対に誤ったことでなく,24時の主役だ。 

 

7)世界牧師夫人修練会(5月14日)→  
▲1講:目に見えない枠-マルコの母の時代(使徒1:14) 
①序論-牧師夫人に特別な伝道は目に見えない枠を作ることだ。 

②マルコの母時代→ 使徒1:1,3,8(契約集中)+使徒1:14(祈り集中)+使徒2:1-47)いやし集中) 
③ルデヤ時代→ 使徒16:6-10(門-ターニングポイント)+使徒16:14,15(出会い-ルデヤ-主役)+使徒16:16-18(町の問題解決-霊
的いやし)+使徒1:19-40(現場いやし) 

④プリスカ時代→ 使徒2:10(開始-マルコの屋上の間出席)+使徒18:1-4(出会いの祝福)+使徒18:24-28(次世代)+Iコリント
16:19(地域を生かす)+ローマ16:3-4(ローマを生かす) 

⑤結論→ 枠を破りなさい(世的なこと,肉的なこと,近視眼的なこと,過去の枠,教会の小さい枠)→ 牧師夫人のゆえに未自立時

代を防ぐ機会がきた。 
▲2講:目に見えない枠-ローマ16章女弟子(使徒1:14) 
①序論-女弟子時代の三つ鍵(家庭-タラッパン,子ども-レムナント運動,市場-市/会堂/講堂)→ 以前キャンプ(使徒1:14,使徒

2:1-47,使徒16:15,使徒17:3-4,使徒18:1-4)→ 実際キャンプ 
②契約の成就開始→ すべての家(タラッパン),すべての次世代(RUTC),すべての現場(地教会) 
③隠された弟子→ メッセージ伝達者(フィベ),メッセージ同労者(プリスカ),メッセージ資料化(ナルキソの家族) 

④隠された答え→ ローマ16:25(絶対に見ないこと),ローマ16:27(絶対に行かないところ),ローマ16:26(誰もできないこと)→ 
Nobody 

⑤結論(ローマ16:20)→ 三位一体の神様の働き,御座の祝福,契約を握った者に与えられた権威. 

 
8)産業宣教(5月18日)→ OMCと第1,2,3RUTC実現(18)- (大邱慶北連合礼拝)小さい今日が大きい未来になるそのこと(Iコリント

15:58) 

▲どの場所に行っても契約を握って、流れに乗り、24時で祈るようになれば→ すべてが神様の経綸(意図)になって,その中
で神様の計画である福音化が見えて、小さいことで大きい答えが始まる信仰生活をするようになる→ 正確な答えが始ま
る。(イザヤ40:8) 

①出3:1-18,イテロ長老,イテロの牧場,神様の時刻表 
②ヨシュア2:1-24,遊女ラハブの嘘,ラハブの真実な話,ラハブの未来 
③Ｉ列王18:1-15,アハブ王の臣下,エリヤの弟子,預言者を助けた重職者 

④ローマを生かした産業人-ローマ16:1-2助けた人,ローマ16:3-4同労者,ローマ16:23家主 
⑤結論-正確な未来を夢見る私のCVDIPが出てこなければならない。 
 

9)伝道学(5月18日)→ 伝道者の生活と第1,2,3RUTC実現(18)-オリーブ山の体験(使徒1:3) 
▲以前キャンプ(オリーブ山40日-ミッション),実際キャンプ(内容→ 復活の主体験+ミッションを受けた人々+残りの者)→ 以
後キャンプ(力を約束+答えを味わう福音生活+信仰生活) 

 
10)核心訓練(5月12日)→ 第1,2,3RUTC実現(18)-レムナントデイ(学院福音化) 62の伝道者の生活22課-26課 

▲みなさんがサタンに勝つ瞬間、霊的大統領,人を生かす時は霊的指導者、悪い霊と文化を破る時は霊的司令官になること

ができる→ ただ聖霊!(霊-心/考え/脳-肉体)→ 証人(62の生活)。6月は「祈りの奥義5つ」→ 目に見えない力!(祈り体験→ 
心+考え+霊+肉体が一致するようにしなさい) 

①感謝→ 福音(1,3,8)与えられたこと感謝+3つののろいから解放してくださったことを感謝(キリストの大使)+受け取ることを

感謝(復活メッセージ) 
②みことば(流れ)→ 契約の流れ+成就の流れ+証拠の流れがある。 
③集中→ 集中時間を必ず持ちなさい。(使徒1:3,使徒2:1)+集中する時間に変化が起きる+三位一体の神様/御座(身分)/権威

に集中しなさい。 
④いやし→ 私を(奴隷/荒野/捕虜根性-傷)いやし+教会(肉的なこと)いやし+世の中をいやし(霊的な病気) 
⑤未来→ 奥義が見える。(With+Immanuel+Oneness) 

 
11)区域教材(5月19日)→ 20課:伝道者の生活3-祈りの幸せと私のタラント(ピリピ4:6-7) 

週間メッセージの流れ (2019.5.12.-2019.5.18.) 


